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＜連絡事項＞
・特になし。
＜患者様連絡事項>

・丹波　清様～療養環境調整のため東合併→南Bユニットへ転出となる。

・大家　勇二様～療養環境調整のため東Bユニット→北病棟へ転出となる。

・佐藤　守様～1/24退院予定。

・三浦　久司様～来週からOT導入予定。

＜隔離患者様ケース検討＞
・竹内　功様～終日隔離中。開放観察実施（10：00～12：00・14：00～16：00）。

開放観察中も自室にて臥床して過ごしている。不満の訴えは

聞かれていない。引き続き、精神症状の観察をし、処遇改善を

図れるよう介入していく。

・小林　浩哉様～終日隔離中。室内を歩き回っている。対面時は、粗暴性なく穏やか。

引き続き、精神症状の観察をし、処遇改善を図れるよう介入していく。

・澤村　彬様～終日隔離中。室内を歩き回っている。食事はかき込むことあるが、

むせ込みなし。入室の際の抵抗もない。

引き続き、薬剤調整に伴う副作用症状に注意し、日常生活援助を

行っていく。

・中川原　良雄様～終日隔離中。日課以外は臥床している。疎通は良好。

喫煙要求頻回にあり、説明に対しての了解は悪い。

引き続き、精神症状の観察をし、処遇改善を図れるよう介入していく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・池野　功一様～自室に放尿することあり介入要している。

「ホールにライオンいるから気をつけて。」などといった

発言聞かれている。

・三浦　久司様～嗜好品の要求あるが、家族は応じれないとのこと。

易怒性あるが興奮することはない。

・高橋　ミツ様～帰宅要求頻回にあるが、対応は穏やか。

内服は後で飲みますといい、手に隠したりすることあるため

スタッフは飲み込みをしっかり確認してください。

・坂本　恵様～服薬の拒否はなく内服できている。外に向かって拝む、手を叩くなどの

行為みられている。

・小舘　アツ子様～「お父さんが死んだ、泥棒が家に入った。」等という妄想発言

聞かれているが、切迫した様子はない。

・澤田　真理様～「怖い。神社に行って御祓いしてもらわないと。」という

発言きかれスタッフの後を追いかける事あり。

やや切迫した様子みられている。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・木村　格治様～本日より電話制限解除の指示あり。

・出河　攻様～本人希望あり、本日夕から大盛りに変更となる。

＜田名部Ｄｒ診察＞

・石川　広光様～中途覚醒あり、エスタゾラム(2)　1T　1×vds　7日分処方となる。

・澤村　彬様～オランザピン追加となり、他同内容で処方。開放観察検討とのこと。

・本田　英之様～スマートフォンは電話の時のみ使用可能となる。

＜新入院患者様情報＞

氏名：北野　はるゑ様

生年月日：S22年1月4日　70歳

性別：女性

主病名：アルツハイマー型認知症、精神遅滞

病棟病室：東病棟合併症室

入院形態：医療保護入院

担当医：田名部Ｄｒ

（経過）

当院3回の入院歴あり。平成26年4月28日当院退院後は介護サービス、訪問看護等

利用し当院の通院を継続し自宅生活を継続していた。夫様の認知機能の低下なども顕著となり
在宅生活が困難な状況であり、ヘルパー利用していたが、本人の認知機能や
徘徊も著しい状態となり入院治療が検討されていた。今回、他人の家のドアを破損させることや徘徊、歩行困難などＡＤＬ低下、認知機能低下が顕著であり、薬剤調整、環境調整希望し
東病棟へ医療保護入院となる。

